











































































 学位の種類博  士(歯学)
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 学位記番畢歯博第400号
 学位授与の要件学位規則第4条第i項該当
 砺究科・専攻東北大学大学院歯学研究科(博士課程)歯科学専攻
 学位論文題目パウダーフローポリッシング法の胃腔清掃への応用に関する基礎的検討
 論文審査委員(主査)教授佐々木啓…
教授渡邉誠教授小関健由
論文内容要旨
 瞭的1本研究は,ブラッシング等とは全く発想の異なる噴射加工技術,すなわちアブレイシブジェヅト撫工
 の原理を利用したパウダーフローポリッシング法(PFP法〉を応耀した新たな歯面溝掃システムを開発する
 ことを目的とした。PFP法とは,流路内を流れる搬送ガス(空気)と硯磨粒子(歯科用結晶性セルロース)
 との回気2糧流を基板表面(歯面〉に接触させることにより,その表面を崩工(プラーク除去)する方法であ
 る。本砺究では,噴射ではなく吸引という新しい発想の方法を試み,その基礎的検討を行った。
 1方法1実験は,硬質レジン基板上に人工プラークを塗布し,規定サイズの流路を持つ実験装置を作成し,臨
 床で使潮している診療ユニットのバキュームで,セルロースを吸引して行った。流跨間隙,粒子供給量,吸引
 時間をそれぞれ変化させ,人工プラークの除去面積率を求めるとともに,研磨粒子の種類の比較,表面性状の
 観察を行った。
 1結果1流路間隙0.3,0.5,!.0㎜の比較では,0.3㎜で人工プラーク除去率が最も高かった。セルロースの粒
 子供給速度を一定(2.Og/分)とした場合,吸引時間が長いほど,除去効果が向上した。セルロース吸引時
 間が一定の場合,粒子の供給量が多いほど除去効果は大であった。
 研磨粒子としてのセルロースとHA,炭酸水素ナトリウムを同一吸引条件下で比較した結果,除去率に差は
 認められなかった。実験終了後の基板表面粗さは,セルロースとHAでは違いは認められなかったが,炭酸
 水素ナトリウムでは供給口直下に明らかな切削痕が観察された。吸引圧と人工プラーク除去効果の閤には,負
 の相関が認められた。
 また至適条件にて行った顎模型の人工プラーク除去実験より本法による口腔清掃システムの有効性,妥当性
 が検証された。
 1考察lPFP法による麟腔清掃システムは,ブラッシング法などの現行のP腔清掃法とは全く異なるメカニ
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 ズムであり,水を全く使わず,また硯磨粒子を吸引するという新しい着想に基づくものである。
 修復材料面上における人工プラーク除虫実験ならびに顎模型上での人工プラーク除去実験から,本方法によ
 る口腔清掃システムの有効性,妥当性が示唆された。本方法は,簡便かつ効果的に口腔ケアを行い得るシステ
 ムとして発展が潮待される。
審査結果要旨
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 超高齢社会を迎えた今ヨ,高齢者における誤嚥性肺炎が問題になっている。誤嚥性肺炎は,揖腔内からの食
 物やプラークの誤嚥に起因し,その発症防建には徹底したβ腔清掃が有効であることが示されている。しかし
 ながら通常のブラッシングによる清掃は必ずしも容易ではなく,特に寝たきりの要介護高齢者や,脳血管障害
 や腫瘍摘出などによる嚥下障害を有する高齢者においてはブラッシング時の含嗽水の誤嚥の危険性もあり,医
 療・介護の現場における目腔清掃には一考を要する。
 本研究は,これらの問題を解決することを属的として,生体為害性の少ない植物性セルロース結晶を研磨粒
 子として馬い,ブラッシング等とは全く発想の異なる噴射加工技術を応用した新たな歯面清掃システム開発を
 試みたものである。本学工学研究科ナノ加工学講座厨川研究室との共同研究であり,本研究では,厨川らの開
 発したアブレイシブジェット加工技術を応用し,歯面上に設けた流路内に研磨粒子と搬送ガスからなる高速回
 気2相流を発生させ,歯面上に付蒼したプラーク等の沈着物を除去加工する方法(パウダーフローポリッシン
 グ法:PFP法)を開発するとともに,その基礎的な検討を行っている。
 実験には,セルロースの供給目ならびに歯科診療ユニットのバキュームシステムに連結した吸引口を備え,
 基板上に規定サイズの流路を形成する実験装置を作成して驚いている。この実験装置を,人工プラークを塗布
 した硬質レジン基板上に設置し,流路間隙,粒子供給量,吸引時閥を変化させ,人工プラークの除去効率を検
 討した。また研磨粒子の種類の比較,表面性状の観察を行っている。
 その結果,流路間隙0.3,0.5,LO醐の比較では,0、3㎜のとき人工プラーク除去率が最も高いこと,セルロー
 ス粒子供給速度が一定の場合,吸引暗闘が長いほど除去効果が向上すること,吸引暗闘を…定とした場合,粒
 子供給量が多いほど除去効果が大であること吸引厩と人工プラーク除去効果の闘には負の糊関が認められるこ
 とを明らかにした。また至適条件にて行った顎模型上での人工プラーク除去実験から本法による緯腔清掃シス
 テムの有効性,妥当性を示した。
 すなわち本緋究は,研磨粒子を吸引しプラーク除去を図るPFP法による目腔清掃法の開発ならびに検討を
 行い,その有効性,妥当性を示したものである。本システムは,ブラッシング法などの現行の欝腔清掃法とは
 全く異なった新しい着想に基づくもので,簡便かつ効果的なシステムとしての発展性が期待される。以上を勘
 案し,博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断するものである。
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